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施
設
補
償
第
１
課
　
川
平 

俊
行
　
作 

（
切
り
絵
） 

　
９
月
１
日
の
人
事
異
動
で

初
め
て
沖
縄
勤
務
と
な
り
、

赴
任
直
後
、
挨
拶
回
り
や
防

衛
大
臣
の
沖
縄
訪
問
等
も
あ

り
、
ま
た
た
く
間
に
約
２
か

月
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
10
月
後
半
の
今
も
、「
か

り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」
で
通
勤
し

て
い
ま
す
。 

　
顧
み
れ
ば
、
沖
縄
と
の
縁

は
深
く
、
初
め
て
当
地
を
訪

れ
た
の
は
昭
和
52
年
頃
、
東

京
か
ら
の
出
張
で
し
た
。
そ

の
後
、
施
設
庁
本
庁
で
沖
縄

担
当
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
度
々
出
張
で
来
て
い
ま

し
た
。
訪
れ
る
度
に
「
沖
縄

そ
ば
」
を
食
べ
、
最
初
は
不

味
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
何

回
か
食
べ
る
う
ち
に
や
み
つ

き
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
赴

任
し
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど

毎
日
食
べ
て
い
ま
す
。
ど
の

店
も
「
つ
ゆ
」
に
ひ
と
工
夫

あ
っ
て
、
違
い
を
楽
し
み
つ

つ
堪
能
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
し
ば
ら
く
は
食
べ
歩
き
続

け
、
自
分
流
に
ラ
ン
ク
付
け

し
て
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
県
魚
「
ぐ
る

く
ん
」
の
唐
揚
げ
も
絶
品
。

頭
か
ら
尻
尾
ま
で
無
駄
な
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
お
薦

め
で
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
当
地
沖
縄
は
、

観
光
の
メ
ッ
カ
。
ま
だ
宿
舎

近
辺
の
首
里
城
、
国
際
通
り

に
し
か
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

少
し
ず
つ
回
っ
て
話
の
種
を

溜
め
て
お
く
つ
も
り
で
す
。

加
え
て
、
沖
縄
県
は
本
島
を

含
め
１
６
０
か
ら
な
る
島
嶼

で
も
あ
り
、
ぜ
ひ
石
垣
島
、

西
表
島
等
の
離
島
も
訪
れ
て
、

真
の
南
国
情
緒
に
触
れ
て
み

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
単
身

赴
任
で
も
あ
り
、
健
康
第
一
。

暴
飲
暴
食
は
慎
み
、
職
務
を

全
う
す
る
所
在
で
す
。 

（
総
務
部
長
） 

原田　繁 
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係予算概算要求額（歳出

、対前年度27億円減で

なっています。 

経費等 
億円 

業員関係 
億円 

基地周辺対策経費等　159億円　※契約ベース＜159億円＞ 

基地周辺対策経費等 
159億円 

事　項 
 

経費（百万円） 
 

目　　的 
 

障害防止事業 
 
 
 

騒音防止事業 
 
 
 
 
民生安定助成事業 
 
 

道路改修事業 
 
 
 
周辺整備調整交付金 
 
 
移転措置事業 
 
 
緑地整備事業 
 
 
 

施設周辺の補償 
 

河川改修、用排水路などの障害防止工事の助成を行うた
めの経費です。 
 
教育施設（小・中学校、高等学校など）、社会福祉施設（老
人デイサービスセンターなど）、医療施設（病院、診療
所など）及び住宅などの防音工事の助成を行うための経
費です。 
 
学習等供用施設、無線放送施設、消防施設、公園、屋外
運動場、農業用施設などの民生安定施設の助成を行うた
めの経費です。 
 

道路改良や舗装などの整備の助成を行うための経費です。 
 
 
ジェット飛行場や砲撃が実施される演習場など、特定の
防衛施設から影響を受けている市町村が行う公共用施設
の整備に充てるため交付する交付金です。 
 
家屋の移転補償、土地の買い入れを行うための経費です。 
 
移転措置事業により国が買い入れた土地や米軍及び自衛
隊施設において緑地帯として整備するため、植樹・管理
などを行う経費です。 
 
米軍や自衛隊による航空機のひん繁な離着陸その他の行
為により、従来適法に農林漁業等の事業を営んでいた者
が、その事業の経営上の損失を受けたときは、その損失
を補償するための経費です。 

<   922> 
  1,186  

 
 

< 7,300> 
  7,459  

 
 

< 4,827> 
  4,028  

 
 

<   457> 
      749  

 
   

2,077  
 

       
291  
 

         
45  
 

         
 

23  
 

予
算
説
明
会
を
実
施 

 

平
成
20
年
度
の
沖
縄
関
係
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
、
去
る
10
月
26
日
に
沖

縄
県
を
は
じ
め
27
市
町
村
な
ど
に
説

明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

総額 
2億円 

※契約ベースとは、平成20年度に契約を行う事業にかかる経費のことです。 

関係経費等があります。 

よっているので符合しません。 
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平成20年度の沖縄関係

ベース）は1,592億円、

前年度比1.7％の減とな

 
施設の借料 
 
 
 
漁業補償 
 
 
 
 
その他の補償等 
 

 
90,457 

 
 

      
966 
 
 
 
 

  1,168 
 

米軍や自衛隊が使用する防衛施設用地の借り上げ経費や、
米軍の基地間の移動に伴う有料道路等の使用に伴う損失を
補償するために必要な経費です。 
 
米軍が水域を使用して行う訓練のため、漁船の操業を制限
し、又は禁止することに伴い漁業経営上生じた損失を補償
するための経費です。 
 
米軍施設内の土地所有者から買収要望がなされた場合の土
地等の買い上げのための経費、米軍施設の返還に伴う建物
等の取り壊し及び原状回復に必要な経費、米軍施設と民間
地域との境界を明確にするための測量工事、境界標建植工
事などに必要な経費です。 

補償経費等　926億円 

補償経
926

事　項 
 

経費（百万円） 
 

目　　的 
 

目　　的 
 

目　　的 
 

事　項 
 

経費（百万円） 
 

基地従業員関係 47,058
駐留軍従業員の給与、福祉対策及び離職者対策などの経費
です。 

基地従業員関係　471億円 

基地従業
471億

経費（百万円） 
 

 
提供施設の整備 
 
 
 
提供施設の移設 
 

<4,445> 
      837 

 
 

<2,824> 
  2,890 

 

米軍活動の基盤となる施設及び環境関連・安全対策など米
軍施設と地域社会の調和に資する施設を整備するための経
費です。 
 

キャンプ瑞慶覧の泡瀬ゴルフ場などの米軍施設の返還に当
たり、従前の機能を移設するための経費です。 
 

提供施設の整備等　37億円    ※契約ベース＜73億円＞ 
 

提供施設の整備等 
37億円 

事　項 
 

経費（百万円） 
 

総
1,592

※契約ベースとは、平成20年度に契約を行う事業にかかる経費のことです。 

注１：このほか米軍再編関

　２：計数は四捨五入によ

平成20年度の予算概算要求については、年末の予算編成に

おいて引き続き財政当局と予算折衝を行いますが、今後とも

関係市町村などからの要望を伺いながらきめ細かく対応し、

その実現に向けてより一層努力してまいります。 



（4）平成19年11月１日 沖縄防衛局広報 第103号 

前川祥子（会計課） 
　仕事では、覚えることがとても
多く、忙しい日々を過ごしていま
すが、「仕事があるのは幸せなこと」
と自分に言い聞かせ、前向きに頑
張っています。 
　また、素敵なお兄様、お姉様方
に毎日毎日助けてもらっているので、
感謝の気持ちでいっぱいです。で
きる女目指して頑張ります。 
（９月１日採用） 
 

平良卓也 
（金武防衛事務所施設課） 
　金武防衛事務所での
勤務で、普段テレビや
新聞で見るような出来
事を目の当たりにして、
自分がどれほど無知だ
ったかを知りました。
これから周囲での出来
事を把握して自分の仕
事を理解し、１人前に
こなしていけるよう努
力していきたいです。 
（９月１日採用） 

　先頃開かれた、沖縄タイムス社主催「第55回全琉小・中・高校　図画・作文・書道コ

ンクール」で、応募４万点余りの作品の中から、当局管理課 宮城浩係長の三人のお子様

がそろって最優秀賞受賞という快挙を成し遂げました。トリプル受賞した三人のお子様

は、図画の部で長女の奈津美さん（豊見城中１年）と長男の渉君（上田小６年）、作文

の部で二男の大知君（上田小２年）です。 

　宮城係長は「夏休みに頑張った成果が実を結び、島尻地区科学作品展の銅賞受賞に続

き、今回の最優秀受賞と、夏休みの宿題が全て優秀な成績で入賞したことは、努力すれ

ば、何事も成果が生まれることを勉強したと思います。これからも日々努力して頑張っ

て下さい。最優秀受賞おめでとう」と子供達を褒め称えています。 

　最優秀作品は、沖縄タイムス本社での展示をはじめ、県内の美術館や文化センターな

どで年内展示される予定です。 

狩俣雅之（施設取得第１課　移設整備室） 
　採用される前は、防衛局について堅苦し
いイメージがあったのですが、実際に入局
してみると、上司、先輩から丁寧に仕事を
教えてもらったり、冗談を交わすなど、と
ても楽しい日常を送っています。まだまだ、
仕事はこなせていないのが現状ですが、向
上心を失わずに頑張っていきたいと思います。
（９月１日採用） 

川平怜加（地方調整課） 
　この２か月私にとってあっとい
う間で、高村前大臣の訪沖時には
現地へ行って間近で大臣を見る貴
重な経験もし、局の仕事の重要さ
を感じることができました。 
   周りにはいい先輩方がいるので、
局の一員として力になれるように
がんばります。（９月１日採用） 

上原諒子（業務課） 
　18年度採用試験に合格したものの採用の
通知がなく、今年改めて受験するつもりで
いた私ですが、受験の約１か月前に採用が
決まりました！その時の驚きと感動は忘れ
ません！仕事はまだ不慣れな点が多々あり
ますが、日々精進しつつ楽しんで頑張ります。
（９月１日採用） 

金城実可子（契約課） 
　入省して早２か月が経ちました。
…とにかく今忙しい！！（笑）け
れど、今頑張れば自分が成長出来
ると思いますのでくじけず頑張り
たいと思います！仕事を早く覚え
られるよう頑張りますので、ご指
導の方よろしくお願いします。 
（９月１日採用） 

當山祐紀乃（施設取得第４課） 
　中途採用ということもあり、な
にかと不安も多かったのですが、
先輩方は温かく私を迎え入れてく
ださり、とても嬉しく思いました。 
　仕事はまだまだ分からない事ば
かりで「？」の連続ですが、頑張
っていきますので今後ともよろし
くお願いいたします。 
（７月１日採用） 

砂川　悠（施設取得第２課　用地調整室） 
　自衛官を退職し、防衛事務官になっ
てから約２か月がたつのですが、今日
も沖縄防衛局で働ける幸せを感じてお
ります。まだまだ学ぶ事も多く自分自
身もっと成長していきたいと思います
ので、どうぞ宜しくお願いします。 
（９月１日採用）　　　 
 


